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２．用瀬地区の世帯数・人口状況 
１） 用瀬地区の年齢別人口状                          H22．3．31 現在 

性別／年齢 ０～９ 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～ 合計 
男 38 57 73 64 69 113 98 74 59 7 652 
女 41 53 60 62 69 104 111 116 94 19 729 

合 計 79 110 133 126 138 217 209 190 153 26 1.381 
割合（男）％ 5.8 8.7 11.2 9.8 10.6 17.3 15.0 11.3 9.0 1.1 100 
割合（女）％ 5.6 7.3 8.2 8.5 9.5 14.3 15.2 15.9 12.8 2.6 100 
合計 ％ 5.7 8.0 9.6 9.1 10.0 15.7 15.1 13.7 11.4 1.9 100 

 

２） 用瀬地区の世帯数     H22.3.31 現在              用瀬地区の人口 H２2.3．31 現在 

地 区 名 地域名 世帯数  
 
 
 
 
 
 

 

性別 人口 
  

用瀬町用瀬地区 
用瀬一区 ８１ 男   ６５２ 
用瀬二区 ６７ 女   ７２９ 
用瀬三区 ７３ 合計 １，３８１ 
用瀬四区 ６８  
用瀬五区 ６３ 
別  府 １３９ 
合  計 ４９１ 
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３．用瀬地区の地域の特性・資源 
１） 地域の特性 

① 用瀬地区は用瀬地域の中心にあり、用瀬町総合支所・用瀬町民会館・用瀬保健センター・用瀬小学校・用瀬中

学校・流しびなの館・用瀬運動公園・八頭消防署用瀬出張所など多数の公共施設が点在している。 

② 用瀬地域の商工の中心地として発展してきたが、郊外型大型店舗の進出や過疎化の影響を受けて廃業が相次ぎ

店舗数も大幅に減少した。また、製造業の海外移転などの影響を受け、中規模の工場も撤退するなど産業に陰

りがみられる。 

③ 鉄道は用瀬地区の中心に用瀬駅があり、国道５３号線も鉄道に沿って通っており交通便は恵まれた地域である。 

④ 用瀬地区の街中には千代川から清流が流れ入る瀬戸川
せ ど が わ

があり、初夏に水中で小さな花をつける清流の水生植物

「梅花
ば い か

藻
も

」もみられる。また東側には森林公園があり愛宕山
あ た ご さ ん

、お城山
しろやま

（影
かげ

石
いし

城址
じょうし

）、三角山
み す み や ま

 

が連なっており、

緑が多く自然に恵まれ登山や散策などに適した心やすらぐ場所も多くある。 
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２） 地域の資源 

－４－ 

区 分 主 な も の 

特 産 品 流しびな（土産品）  

施   設 流しびなの館・用瀬小学校・用瀬中学校・用瀬地区保健センター・用瀬町総合支所・用瀬保育園・ 

用瀬町民会館・用瀬勤労者体育センター・八頭消防署用瀬出張所・用瀬図書館・用瀬町郷土歴史館・ 

用瀬町運動公園 

観   光 流しびな行事・一の谷公園のみつばつつじ・愛宕山
あ た ご さ ん

のみつばつつじ・お城山登山・三角山
み す み や ま

登山・ 

三角山
み す み や ま

神社
じんじゃ

まつり・三角山からお城山の遊歩道・東井
と お い

神社
じんじゃ

・瀬戸川
せ ど が わ

の清流散策（梅花
ば い か

藻
も

文学の小径（句碑）・

）・ 

千代川
せんだいがわ

の鮎釣り・千代川の景観 

伝 統 芸 能 はねそ踊り・別府義士踊り・東井神社の浦安の舞・東井神社の獅子舞・宮谷神社の獅子舞 

文 化 財 

   

ひな送り・東井神社社殿 



４．用瀬地区の地域の現状と課題 
 

１） 地域の現状について 

① 少子高齢化の進行・独居高齢者の増大・空き家の増加・小売業者は減少・就労年代のベッドタウン化など地域

をとりまく環境は厳しい状況におかれている。 

② 用瀬地区は狭い地域に人口が密集しており、地域の連携はとりやすいものの、都市化している部分もあり、近

所との人間関係が希薄化しつつある現状もみられる。 

２） 地域の課題について 

① 用瀬地区自治会 

   ６つの集落から成り立った、自治会組織が結成され、その活動内容は、今までは親睦が主なものとなっていた。 

今後は、みんなのまちはみんなで守り助け合いの精神をもって、住民が一体となって協働のまちづくりに取り

組む必要がある。 

 
－５－ 



② 婦人会 

   ６つの集落のごとに婦人会が組織され、地区婦人会として活動されている。教養文化の向上、消費者問題への

取り組みを実践するほか、使い捨て油の回収等エコ活動にも取り組んでいる。年々会員数が減少し、組織・運

営上の課題がある。 

③ 老人クラブ 

   高齢者相互の親睦、地域環境美化運動、交通安全活動、生きがいづくりや健康づくりを実践している。 

各集落の均等な組織づくりが、年々難しくなっており、会員数の確保が難しい。 

④ 子ども会 

   市子連に加盟し、しゃんしゃん祭りの参加やジュニアリーダー育成に力を入れている。 

小子化により、会員数の減少と地域行事への参加意識の薄さから、青少年の活動が充実していない現状にある。 
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５．用瀬地区の取り組み方針 

 用瀬地区は地域の方々が安心して楽しく住めるまちづくりにむけ、地域のコミュニティの充実と強化をめざし、地域の諸団体と連

携して、「用瀬地区まちづくり協議会」の充実を図ります。 

 地域課題は次の方針を掲げ検討します。 
 

☆施策名：防災・防犯体制の確立 【防災・防犯部会】 
だれもが安心して過ごせる用瀬地区をつくります。 

１）現状と課題 
①防災・防犯に関しての情報提供、対応方法など生活上の不安があり、近隣とのコミュニケーションがとれていない。 

②町内会の自主防災組織が設立されていない。 

 

２）施策の目的 
①災害時の被害を最小限にする。 

②犯罪を未然に防ぐ。 

 

３）目的達成への取り組み 
  ①各町内会での自主防災組織づくり 

  ②現在の市の防災体制調査、分析 

  ③各町内会での防災・避難・放水訓練の実施 

  ④防災・水害・防犯マップの作成 

  ⑤高齢者・要援護者の把握 

  ⑥防犯に関する情報提供 
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  防犯ボランティアの活動 

 



☆施策名：健康づくり・福祉活動の充実 【健康・福祉部会】 
高齢者が住みよい用瀬地区をつくります。 

１）現状と課題 
  ①少子高齢化 

  ②災害時の支援に対する不安 

  ③健康づくりへの関心の低さ                      

  ④独居高齢者の増加 

 

２）施策の目的 
  ①地区住民が健康で住みよいまちをつくる 

   

３）目的達成のための取り組み 
  ①敬老会の実施（社会福祉協議会・各種団体・自治会）        

  ②地区住民の生きがいの場所づくり 

  ③独居高齢者の支援 

  ④地区運動会、グラウンドゴルフ大会の実施 
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  グラウンドゴルフ大会 

  

     運動会 

 
       運動会 



☆施策名：文化活動の育成と青少年の健全育成 【教育・文化部会】 
地域の教育力を高め、伝統文化を大切にし、教育・文化の充実した用瀬地区をつくります。 

１）現状と課題 
  ①古くから伝わる行事などの関心が低くなってきている 

  ②伝承していくうえでの、後継者育成が不安 

  ③文化活動に取り組める活動の場や、発表の機会が少ない             

  ④地区住民のコミュニティの稀薄化 

 

２）施策の目的 
  ①子どもたちの町内会・地区・公民館への行事に参画する意識の高揚 

  ②歴史や文化活動を通じて地域のふれあいの輪を広げる 

 

３）目的達成のための取り組み 

  ①伝統行事の伝承と情報の共有（松明行列、はねそ踊り、別府義士踊り） 

  ②町内会行事や地区活動への参画の奨励 

  ③あいさつ運動の徹底 

  ④保・小・中合同ふれあい学習会         

           
              松明行列 

－９－ 

 
        はねそ踊り 



☆施策名：環境美化の保全 【環境美化部会】 
自然を大切にし、ひとにやさしく、美しい用瀬地区をつくります。 

１）現状と課題 
  ①道路、河川敷にタバコの吸い殻や空き缶、ゴミのポイ捨てが多い 

  ②犬、猫、ペット等の糞の不始末 

  ③ゴミの不法投棄 

 

２）施策の目的 

  ①きれいなまちづくりの推進                     

   

３）目的達成のための取り組み  

  ①古紙回収事業の継続とゴミの減量化 

  ②クリーンもちがせの取り組み 

  ③一斉清掃活動 

  ④花いっぱい運動（春・夏） 

  ⑤町内会ゴミ収集箇所の管理 

  ⑥瀬戸川清掃 

  ⑦芝生化の取り組み 
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花いっぱい運動 

 
クリーンもちがせ清掃活動 



☆施策名：広報活動の充実 【総務部】 

     地域情報の発信を図り、ふれあい豊かな用瀬地区をつくります 

１）現状と課題 

  ①各戸配布の印刷物が不定期 

  ②各家庭に届くまでに時間がかかることがあり、行事参加への申し込みができないことがある 

  ③発行回数が少ないため、内容の徹底がしにくい 

  ④ホームページのＰＲ不足 

 

２）施策の目的 

  ①まちづくり協議会の活動内容を十分に周知する           

  ②仲間作りの情報交換 

   

３）目的達成のための取り組み 

  ①情報発信の定期的会議 

  ②まちづくり協議会の取り組みの啓発と情報発信の広報誌作成 

  ③まちづくり協議会のホームページの活用と推進 

  ④意見提言の受付 
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第 1 号 まちづくり協議会だより 

 



６．用瀬地区まちづくりに関係する諸団体 

・ 用瀬地区各区自治会               ・用瀬保育園保護者会 

・ 用瀬町消防団用瀬分団              ・用瀬小学校ＰＴＡ 

・ 用瀬地区公民館及び各部員            ・用瀬中学校ＰＴＡ 

・ 用瀬地区自警団（第１分団・第２分団・第３分団） ・用瀬地区不法投棄監視委員会 

・ 用瀬町日赤奉仕団用瀬地区支部          ・体育指導委員 

・ 用瀬町交通安全対策用瀬地区支部         ・用瀬地区民生委員 

・ 用瀬地区婦人会 

・ 用瀬地区老人クラブ 

・ 用瀬地区更生保護女性会 

・ 用瀬地区健康づくり推進委員会 

・ 用瀬地区子ども会育成連絡協議会 
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7.組織体制 
 

役員 
 

総務部（事務局） 防災・防犯部  健康・福祉部  教育・文化部  環境美化部 

 

 

― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１３－ 

・区自治会長 

・副区長 

・別府公民館長 

・公民館長 

・公民館主任 

・公民館主事 

・CST 

・区自治会長 

・副区長 

・公民館社会部 2 名 

・自警団１・２・３団 

・消防団用瀬分団 

・更生保護女性会 

・日赤奉仕団 

・交通安全協会 

・CST 

・区自治会長 

・副区長 

・公民館体育部 2 名 

・民生委員 

・老人クラブ 

・健康づくり推進委員 

・CST 

・区自治会長・ 

・副区長 

・公民館少年部 2 名 

・公民館文化部 2 名 

・地区子ども会 

・体育指導委員 

・保育園保護者会 

・小学校 PTA 

・中学校 PTA 

・CST 

・区自治会長 

・副区長 

・公民館厚生部 2 名 

・婦人会 

・不法投棄監視員 

・CST 

用瀬地区住民のみなさま 


